
目
　
　
　
次

規
　
　
　
則

○
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
…
…
…
一

○
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
…
…
三

○
山
梨
県
立
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

○
山
梨
県
立
大
学
大
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

○
山
梨
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

山
梨
県
立
看
護
大
学
短
期
大
学
部
学
則
及
び
山
梨
県
立
看
護
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
四

規
則

○
山
梨
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

○
山
梨
県
立
職
業
能
力
開
発
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

○
山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

○
山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

○
山
梨
県
法
定
外
公
共
用
財
産
の
使
用
及
び
収
益
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
…
一
〇

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
二
号

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

（
山
梨
県
出
納
長
の
職
務
代
理
者
を
定
め
る
規
則
の
廃
止
）

第
一
条

山
梨
県
出
納
長
の
職
務
代
理
者
を
定
め
る
規
則（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
四
号
）

は
、
廃
止
す
る
。

（
山
梨
県
あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
及
び
山
梨

県
中
小
企
業
調
停
審
議
会
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
関
係
吏
員
」
を
「
関
係
職
員
」
に
改
め
る
。

一
　
山
梨
県
あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭

和
二
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
四
号
）
第
十
一
条
第
一
号

二
　
山
梨
県
中
小
企
業
調
停
審
議
会
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
山
梨
県
規
則
第
一
号
）
第
四
条

（
山
梨
県
恩
給
審
査
会
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

山
梨
県
恩
給
審
査
会
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
た
る
吏
員
」
を
「
で
あ
る
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
吏
員
」
を

「
職
員
」
に
、「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
吏
員
」
を
「
職
員
」
に
、「
命
じ
る
」
を
「
命
ず
る
」
に
改
め
る
。

（
狂
犬
病
予
防
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

狂
犬
病
予
防
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
吏
員
」
を
「
職
員
」
に
、「
任
命
」
を
「
任
命
し
、」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

山
梨
県
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
関
係
吏
員
」
を
「
関
係
職
員
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、「
関
係
吏
員
」
を
「
関
係
職
員
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
理
容
師
法
施
行
細
則
等
の
一
部
改
正
）

第
六
条

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
当
該
吏
員
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
る
。

一
　
山
梨
県
理
容
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
八
号
）
第
二
条

二
　
山
梨
県
美
容
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
九
号
）
第
二
条

三
　
山
梨
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
一
号
）
第
二
十

九
条

（
山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
中
「
当
該
吏
員
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
十
九
年

三
月
二
十
二
日

号
外
第
十
八
号

木　曜　日



（
山
梨
県
農
業
経
営
改
善
資
金
助
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

山
梨
県
農
業
経
営
改
善
資
金
助
成
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
当
該
吏
員
」
を
「
当
該
職
員
」
に
、「
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
」
を

「
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
当
該
吏
員
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改

め
る
。

第
四
号
様
式
中
「
当
該
吏
員
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

山
梨
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
号
様
式
の
四
中
「
吏
員
印
」
を
「
職
員
印
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
税
外
収
入
の
督
促
及
び
滞
納
処
分
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

山
梨
県
税
外
収
入
の
督
促
及
び
滞
納
処
分
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第

四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
出
納
長
」
を
「
会
計
管
理
者
」
に
、「
第
二
条
第
三
号
」
を
「
第
二
条
第
四

号
」
に
、「
替
え
る
」
を
「
代
え
る
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
指
定
す
る
吏
員
」
を
「
指
定
す
る
職
員
」
に
、「
徴
収
吏
員
」
を
「
徴
収
職
員
」
に
、

「
行
な
わ
し
め
る
も
の
と
す
る
」
を
「
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
を
「（
徴
収
職
員
証
の
交
付
等
）」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
徴
収
吏
員
に
」

を
「
徴
収
職
員
に
」
に
、「
山
梨
県
徴
収
吏
員
証
」
を
「
山
梨
県
徴
収
職
員
証
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
徴
収
吏
員
は
」
を
「
徴
収
職
員
は
」
に
、「
山
梨
県
徴
収
吏
員

証
」
を
「
山
梨
県
徴
収
職
員
証
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
山
梨
県
徴
収
吏
員
証
の
」
を
「
山
梨

県
徴
収
職
員
証
の
」
に
、「
山
梨
県
徴
収
吏
員
証
整
理
簿
」
を
「
山
梨
県
徴
収
職
員
証
整
理
簿
」
に

改
め
る
。

第
五
条
中
「
及
び
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
五
号
）
」
を

削
る
。

第
三
号
様
式
中
「
山
梨
県
出
納
長
」
を
「
山
梨
県
会
計
管
理
者
」
に
改
め
る
。

第
四
号
様
式
中
「
吏
員
」
を
「
職
員
」
に
、「
山

梨

県

徴

収

吏

員

証
」
を
「
山
梨
県
徴

収
職
員
証
」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
中
「
山
梨
県
徴
収
吏
員
証
整
理
簿
」
を
「
山
梨
県
徴
収
職
員
証
整
理
簿
」
に
改

め
る
。

（
山
梨
県
河
川
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

山
梨
県
河
川
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

（
山
梨
県
農
村
住
宅
資
金
助
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

山
梨
県
農
村
住
宅
資
金
助
成
条
例
施
行
規
則（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
中
「
当
該
吏
員
」
を
「
当
該
職
員
」
に
、「
、
そ
の
他
必
要
な
調
査
を
す
る
こ
と
が
あ

る
」
を
「
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
調
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
者
を
定
め
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

山
梨
県
知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
者
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
三

十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
及
び
第
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。）
中
「
事
務
吏
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

山
梨
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
た
る
山
梨
県
事
務
吏
員
」
を
「
で
あ
る
山
梨
県
職
員
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
病
院
事
業
財
務
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

山
梨
県
病
院
事
業
財
務
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
吏
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
吏
員
そ
の
他
の
職
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
行
政
書
士
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

山
梨
県
行
政
書
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
号
様
式
中
「
立
入
検
査
吏
員
証
」
を
「
立
入
検
査
職
員
証
」
に
、「
当
該
吏
員
」
を
「
当
該

職
員
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
職
員
職
務
発
明
等
取
扱
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

山
梨
県
職
員
職
務
発
明
等
取
扱
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
二
項
中
「
吏
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
土
地
改
良
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

山
梨
県
土
地
改
良
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
技
術
吏
員
派
遣
申
請
書
」
を
「
職
員
派
遣
申
請
書
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
中
「
技
術
吏
員
派
遣
申
請
書
」
を
「
職
員
派
遣
申
請
書
」
に
、「
技
術
吏
員
を
」
を

「
職
員
を
」
に
改
め
る
。

附
　
則

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

二



こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
三
号

学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

（
山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
第
一
の
八
の
（一）
中
「
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
及
び
養
護
学
校
（
以
下
「
特
殊
教
育
諸
学
校
」

と
い
う
。）」
を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
、「
特
殊
教
育
諸
学
校
の
」
を
「
特
別
支
援
学
校
の
」
に
改

め
る
。

（
山
梨
県
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行

規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
及
び
養
護
学
校
」
を
「
又
は
特
別
支

援
学
校
」
に
改
め
る
。

一
　
山
梨
県
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
四
号
）
第
七
条
第
一

号
ハ

二
　
山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
山
梨
県
規
則

第
七
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
ロ

（
山
梨
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

山
梨
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
条
例
施
行
規
則（
昭
和
四
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
号
様
式
中
「
養
護
学
校
」
わ
「
特
別
支
援
学
校
」
に
、「
特
殊
学
級
」
を
「
特
別
支

援
学
級
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
私
立
学
校
法
等
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

山
梨
県
私
立
学
校
法
等
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
障
害
者
幸
住
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

山
梨
県
障
害
者
幸
住
条
例
施
行
規
則
（
平
成
五
年
山
梨
県
規
則
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
四
の
項
イ
中
「
養
護
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
（
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）」

に
改
め
、
同
項
ロ
中
「
盲
学
校
及
び
聾ろ
う

学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
（
視
覚
障
害
者
又
は
聴
覚
障
害

者
で
あ
る
児
童
又
は
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
主
と
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
項
ニ

中
「
、
盲
学
校
、
聾ろ
う

学
校
及
び
養
護
学
校
」
を
「
及
び
特
別
支
援
学
校
」
に
、「
第
七
条
」
を
「
第

七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
一
項
か
ら
十
七
項
ま
で
」
を
「
一
の
項
か
ら
十
七
の
項
ま
で
」

に
改
め
、
同
表
第
三
号
中
「
一
項
か
ら
十
七
項
ま
で
」
を
「
一
の
項
か
ら
十
七
の
項
ま
で
」
に
改
め
、

同
号
３
（二）
中
「
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
等
」
を
「
障
害
者
支
援
施
設
等
」
に
、「
養
護
学
校
」

を
「
特
別
支
援
学
校
（
視
覚
障
害
者
又
は
聴
覚
障
害
者
で
あ
る
児
童
又
は
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
主

と
し
て
行
う
も
の
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

山
梨
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
年
山
梨
県
規
則
第

五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
号
中
「
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又
は
養
護
学
校
」
を
「
又
は
特
別
支
援
学
校
」
に
改

め
る
。附

　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
四
号

山
梨
県
立
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
立
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
大
学
学
則
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
国
際
政
治
論
　
　
　
２

別
表
第
二
号
の
表
中
「
国
際
政
治
論
　
　
　
２
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「
国
際
開
発

現
代
外
交
論
　
　
　
２
」

「
国
際
開
発
論
　
　
　
２
　
　
　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
と
文
化
　
　
　
２

論
　
　
　
２
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

を

国
際
機
構
論
　
　
　
２
」

現
代
イ
ス
ラ
ム
論
　
　
　
　
　
　
　
２
」

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
と
文
化
　
　
　
２
」
に
、「
三
百
二
十
三
単
位
」
を
「
三
百
二
十
五
単
位
」
に

改
め
る
。附

　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
五
号

山
梨
県
立
大
学
大
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

三



山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
立
大
学
大
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
大
学
大
学
院
学
則
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

「
感
染
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

別
表
中
「
感
染
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

病
い
の
社
会
学
的
現
象
論
　
　
　
２
」

「

母
性
看
護
学
特
別
研
究
　
　
　
４

小
　
小
児
看
護
学
特
論
Ⅰ
　
　
　
　
２

児
　
小
児
看
護
学
特
論
Ⅱ
　
　
　
　
２

「

母
性
看
護
学
特
別
研
究
　
　
　
４
　
」
を
　
　
看
　
小
児
看
護
学
特
論
Ⅲ
　
　
　
　
２

護
　
小
児
看
護
学
特
論
Ⅳ
　
　
　
　
２

学
　
小
児
看
護
学
演
習
　
　
　
　
　
４

小
児
看
護
学
実
習
　
　
　
　
　
６

小
児
看
護
学
特
別
研
究
　
　
　
４
　
」

に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
六
号

山
梨
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
第
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中
「
与
え
る
。
よ
つ
て
」
を
「
与
え
る
　
よ
つ
て
」
に
、「
交
付
す
る
。」
を
「
交
付

す
る
」
に
、「
本
免
許
は
」
を
「
本
免
許
は
　
　
年
　
　
月
　
　
日
」
に
、「
登
録
し
た
。」
を
「
登
録

し
た
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行

細
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
て
い
る
准
看
護
師
免
許
証
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山

梨
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
た
準
看
護
師
免
許
証
と
み

な
す
。

山
梨
県
規
則
第
七
号

山
梨
県
立
看
護
大
学
短
期
大
学
部
学
則
及
び
山
梨
県
立
看
護
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
立
看
護
大
学
短
期
大
学
部
学
則
及
び
山
梨
県
立
看
護
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
教
育
基
本
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
五
号
）」
を
「
教
育
基

本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
二
十
号
）」
に
改
め
る
。

一
　
山
梨
県
立
看
護
大
学
短
期
大
学
部
学
則
（
平
成
七
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
第
一
条

二
　
山
梨
県
立
看
護
大
学
学
則
（
平
成
十
年
山
梨
県
規
則
第
六
号
）
第
一
条

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
八
号

山
梨
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
規
則

（
山
梨
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

山
梨
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

社
　
　
保
　
他
　
　
法
　
病
　
　
類
　
病
　
　
名
　
　
　
「

社

１
健
　
保
　
１
結
　
予
　
１
結
　
核
　
１
）

第
六
号
様
式
の
二
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

２
日
　
雇
　
２
精
　
衛
　
２
精
　
神
　
２
）

３
共
　
済
　
３
　
　
　
　
３
そ
の
他
　
３
）

」

保
　
他
　
　
法
　
病
　
　
類
　
病
　
　
名

に
改
め
る
。

」

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

四

 



（
山
梨
県
結
核
予
防
法
施
行
細
則
の
廃
止
）

第
二
条

山
梨
県
結
核
予
防
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
四
号
）
は
、
廃
止
す

る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の

規
定
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
医
療
扶
助
台
帳
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
生

活
保
護
法
施
行
細
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
医
療
扶
助
台
帳
と
み
な
す
。

山
梨
県
規
則
第
九
号

山
梨
県
立
職
業
能
力
開
発
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
立
職
業
能
力
開
発
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
職
業
能
力
開
発
校
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

「
パ
ソ
コ

別
表
第
一
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
　
　
　
一
月
　
二
〇
名
」
を

総
合
実

ン
基
礎
科
　
　
　
一
月
　
二
〇
名

に
改
め
る
。

務
科
　
　
　
　
　
一
年
　
二
〇
名
」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
号

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
の
二
中
「
第
十
八
条
第
六
項
、
第
七
項
及
び
第
十
三
項
」
を
「
第
十
八
条
第
十
五
項
、
第
十

六
項
及
び
第
二
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
第
二
十
三
条
の
十
」
を
「
第
二
十
三
条
の
十
二
」
に
、「
中
間
検
査
申
請
手
数
料
及
び

完
了
検
査
申
請
手
数
料
」
を
「
構
造
計
算
適
合
性
判
定
申
請
手
数
料
、
完
了
検
査
申
請
手
数
料
及
び
中

間
検
査
申
請
手
数
料
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
確
認
申
請
手
数
料
（
条
例
第
二
十
三
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
確
認
申
請
手
数
料
の
額
に
加
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
及
び
構

造
計
算
適
合
性
判
定
申
請
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
第
四
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
た
め
の
建
築
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
六
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
一
号

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
出
納
長
」
を
「
会
計
管
理
者
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
売
り
渡
し
」
を
「
売
渡
し
」
に
、「
出
納
長
」
を
「
会
計
管
理
者
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
出
納
長
」
を
「
会
計
管
理
者
」
に
、「
の
う
え
」
を
「
の
上
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
出
納
長
」
を
「
会
計
管
理
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
出
納
長
」
を

「
会
計
管
理
者
」
に
、「
元
売
り
さ
ば
き
人
」
を
「
、
元
売
り
さ
ば
き
人
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
出
納
長
」
を
「
会
計
管
理
者
」
に
、「
は
、
焼
却
等
」
を
「
を
焼
却
等
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中
「
出
納
長
」
を
「
会
計
管
理
者
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
百
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
百
七
の
二
　
構
造
計
算
適
合
性
判
定
申
請
手
数
料

別
表
第
四
百
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
百
九
の
二
　
計
画
通
知
手
数
料

別
表
第
五
百
五
十
四
号
の
四
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

五
百
五
十
四
の
五
　
探
偵
業
開
始
届
出
証
明
書
交
付
手
数
料

五
百
五
十
四
の
六
　
探
偵
業
届
出
事
項
変
更
届
出
証
明
書
交
付
手
数
料

五
百
五
十
四
の
七
　
探
偵
業
開
始
又
は
届
出
事
項
変
更
届
出
証
明
書
再
交
付
手
数
料

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

五



第
十
二
号
様
式
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

六



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

七



第
十
四
号
様
式
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

八



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

九



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

一
〇

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
別
表
第
五
百
五
十
四
号
の
四
の
次
に
三
号
を
加
え
る
改
正
規
定
　
平
成
十
九
年
六
月
一
日

二
　
別
表
第
四
百
七
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
表
第
四
百
九
号
の
次
に
一
号
を
加

え
る
改
正
規
定
　
建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
た
め
の
建
築
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
六
月
二
十
日
）

山
梨
県
規
則
第
十
二
号

山
梨
県
法
定
外
公
共
用
財
産
の
使
用
及
び
収
益
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
法
定
外
公
共
用
財
産
の
使
用
及
び
収
益
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

山
梨
県
法
定
外
公
共
用
財
産
の
使
用
及
び
収
益
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
規

則
第
五
十
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


